
 

【事例９】   障害児介助業務 
 
実 施 年 度 平成1２年度～ 連携・協働形態 委 託 

事 業 内 容 

１ 実施場所   龍ヶ崎市立小中学校 
２ 対象者     龍ヶ崎市障害児就学指導委員会において，肢体不自由養護学校が適当で

あるとの判断を受けた者のうち，保護者が竜ヶ崎市立小中学校に就学を希

望し，かつ，介助の要望がある児童生徒 
３ サービス内容 
（１） 児童生徒の身辺処理の介助に関すること。 
（２） 児童生徒の校内における移動の介助に関すること。 
（３） 児童生徒の健康安全の確保に関すること。 
（４） その他，学校運営上必要な事項に関すること。 
   

 
連携・協働の 
範囲 
 
 

 
 計 画  実 施 実施後の評価 
 行 政     ○ 随時介助実施状況を把握     ○ 
  ＮＰＯ   ○   ○ ○ 

 

 

 
 
《行政》 

市町村名 龍ヶ崎市 担当課 指導課 電話 0297-64-1111 

 

■ 連携・協働事業を行ったきっかけ     （ 発意者：行政 ） 

肢体不自由障害児の保護者から，保護者の付添なしで地域の小学校へ就学させたいという強い要望

を受けて，当時，市内で唯一法人登録をし介護サービスを行っていたＮＰＯユーアンドアイに障害児

の介助委託を行った。 

  誌の施策としてＮＰＯを育てていきたいということや市民のボランティア活動の促進，さらには経

費の節減にもつながるという期待からＮＰＯに委託。 

 

■ 役割分担 

ＮＰＯ側 ： 要項の仕様に従い，学校・保護者との連携協力の下，安全で安定した介助を実施 

介助員の研修の実施 

行 政 側 ： 継続的な指導・助言 

 学校・保護者・介助員の役割分担及び要望等についての調整・連絡 

 実施に係る予算の確保 

      

■ 連携・協働によるメリット等（事業成果） 

・ 適切な介助員の派遣等，人事管理上の課題が解決されている。 

・ 介護の研修にも熱心であり，質の高い，安定したサービスを提供している。 



 

・ ＮＰＯの活動を通して，地域での協力者が生まれている現状から，ボランティア活動の推進が図

られている。 

    

■ 連携・協働する上で配慮した点 

○  介助員が学級等において介助を行うことについて 

・ 学校と介助員，保護者との連携をよくすること。 

・ 介助の目的をはっきりさせるとともに，介助員と担任教師の役割分担を明確にすること。 

○  公金を使った事業という観点から 

・ 勤務時間や勤務内容の管理及び事務処理等について指導した。 

 

■ 課題と対応 

① 実施までの問題とその対応 

・介助員の研修 

・学校（教職員）・保護者の理解と協力 

・介助員と学校・保護者との打ち合わせ 

・施設設備の改修等，環境整備 

教育委員会・学校・保護者・介助員で，様々な課題について協議を重ね，共通理解の下，介助員

制度をスタートさせた。 

② 実施後の問題とその対応 

・多様化する保護者の要望 

  ・障害児教育と望ましい介助の在り方 

  ・養護学校との連携協力 

  

        実施後の様々な課題については，随時，学校・保護者・介助員・教育委員会で協議し，共通理解

を図りながら解決に努めている。また，個に応じた介助マニュアルを作成するとともに，他の学校

との情報交換を行い，安定した介助が提供できるように努めている。さらに，養護学校の職員や児

童生徒の主治医の専門家とも協議を行い，指導助言を受けながら，より望ましい介助の在り方を模

索している。平成１５年度は市内３小学校へ介助員を派遣している。介助員としての経験者も多く，

児童・保護者との信頼関係が構築されており，安定した介助業務を行っている。 

 

■ 連携・協働の今後の展望 

      ＮＰＯの可能性は今後益々拡大していくと考えられるが，介助員以外でも市と連携協力できる分

野を検討し，積極的に活用を図っていきたいと考える。 

 

 

《協働相手のＮＰＯ》 

団体名 ユーアンドアイ 電話 0297-62-2667 

住所 
〒301-0832 

龍ヶ崎市緑町46番地 

 

団体名 あすなろ福祉市民の会 電話 0297-66-2009 



 

住所 
〒301-0033 

龍ヶ崎市佐貫町751番地1 

 

 


